
平
成
三
十
年
三
月
十
六
日
受
領

答

弁

第

一

三

三

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
一
三
三
号

平
成
三
十
年
三
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
を
め
ぐ
る
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
業
務
を
め
ぐ
る
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
平
成
三
十
年
三
月
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
「
基
本
的
に
は
交
渉
能
力
も

高
い
方
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
答
弁
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
十
二
回
の
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
（
以
下
「
分
科

会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
、
「
労
働
基
準
法
第
十
四
条
・
・
・
の
高
度
専
門
知
識
等
を
有
す
る
方
に

つ
い
て
、
平
成
十
五
年
（
中
略
）
当
時
の
技
術
系
の
一
定
の
管
理
職
層
の
方
々
、
具
体
的
に
は
課
長
級
の
方
々
の
確
実
に
支

払
わ
れ
る
給
与
の
額
で
見
た
年
収
と
し
て
、
上
か
ら
四
分
の
一
を
と
っ
て
千
七
十
五
万
円
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
相
当
程
度

の
交
渉
力
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
審
議
会
が
ま
と
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
数
字
が
審
議
会
へ
の
諮
問
を

経
て
大
臣
告
示
に
定
ま
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
後
、
か
な
り
年
数
も
経
つ
中
で
、
制
度
の
成
熟
を
見
て
、

こ
う
し
た
数
字
が
労
働
基
準
法
の
体
系
の
中
で
、
交
渉
力
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
の
年
収
要
件
と
い
う
こ
と
で
定
着
し
て
き

て
い
る
」
と
説
明
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
か
ら
は
、
「
骨
子
案
で
は
、
千
七
十
五
万
円
が
唯
一
の
参
考
指
標
の
よ
う
に

見
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
参
考
指
標
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
・
・
・
法
案
成
立
後
、
改
め
て
本
審
議
会

一



で
総
合
的
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
第
百
二
十
回
等
の
分
科
会
に
お
い
て
は
、
「
新
た
な

労
働
時
間
制
度
、
裁
量
労
働
制
の
新
た
な
枠
組
み
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
等
の
資
料
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


